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夏
の
日
本
海
は
波
も
静
か
で
、

多
く
の
人
が
海
水
浴
や
磯
遊
び
を

家
族
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
風
光

明
媚
で
あ
る
う
え
に
有
名
な
温
泉

も
多
く
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

冬
に
な
る
と
事
情
は
一
変
す
る
の

で
す
。
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
寒
風
も

あ
っ
て
海

は
い
つ
も

荒
れ
て
い

ま
す
し
、

降
雪
は
時
に
豪
雪
と
な
っ
て
生
活

を
妨
害
し
大
変
な
生
活
不
便
地
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
豪
雪

に
よ
り
、
近
代
に
至
る
ま
で
、
冬

場
は
閉
じ
込
め
ら
れ
た
生
活
を
強

い
ら
れ
て
き
た
こ
の
地
方
の
人
々

は
、
何
事
に
も
我
慢
強
く
堪
え
忍

ぶ
気
性
を
獲
得
し
て
き
ま
し
た
。

い
ま
で
は
、
そ
れ
は
日
本
人
全
体

に
共
有
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冬
で
も｢

無
雪･

晴
天･

乾

燥｣

と
い
う
太
平
洋
側
の
地
域
に

暮
ら
す
人
々
に
は
想
像
も
で
き
な

い
不
便
な
世
界
で
す
。
わ
が
国
土

は
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
が｢

豪
雪

･

曇
天･

湿
潤
」と
い
う
世
界
と
、

２
つ
の
世
界
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
の
で
す
。
２
つ
の
異
な
る
環
境

を
持
つ
国
は
世
界
的
に
珍
し
い
の

で
す
。

　

九
州
大
学
の
施せ

光て
る

恒ひ
さ

准
教
授

に
よ
る
と
、
評
論
家
の
江
藤
淳
氏

は
『
日
本
文
学
の
根
底
に
あ
る
の

は
、
土
地
に
眠
る
死
者
の
魂
の
痕

跡
を
感
受
す
る
精
神
だ
』と
論
じ
、

土
地
に
臨
み
、
過
去
の
人
々
の
暮

ら
し
や
思
い
を
受
け
と
り
、
歌
に

詠
み
こ
み
、
そ
こ
か
ら
日
本
の
文

芸
が
誕
生
し
た
と
述
べ
た
、
と
言

い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
氏
は
、「
昨
今
の
尖

閣
や
竹
島
の
問
題
で
国
土
に
対
す

る
意
識
が
高
ま
る
こ
と
は
大
い
に

結
構
な
こ
と
で
す
。
で
も
、
さ
ら

に
踏
み
込
ん
で
国
土
の
意
義
を
考

察
し
、
土
地
に
根
差
す
先
人
の
生

活
や
努
力
に
思
い
を
馳
せ
る
感
受

性
や
、
地
域
へ
の
深
い
愛
着
の
念

を
取
り
戻
す
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
荒
れ
果

て
た
地
域
社
会
の
再
生
を
目
指
す

政
策
に
結
び
つ
き
、
日
本
古
来
の

道
徳
観
の
復
興
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
思

え
る
か
ら
で
す
」
と

言
う
の
で
す
。

　

国
土
は
全
体
が
一
体
と
な
っ
て

形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
便
な
と

こ
ろ
な
ど
に
住
ま
な
け
れ
ば
い
い

な
ど
と
言
う｢

太
平
洋
側
感
覚｣

｢

東
京
感
覚
」｢

経
済
感
覚
」
は

根
底
か
ら
間
違
っ
て
い
る
と
思
う

の
で
す
。

　
　

日
本
海
側
の
暮
ら
し

　
「
雨
に
け
ふ
る
神か

島し
ま
を
見
て
紀

伊
の
国
の
生
み
し
南み
な

方か
た

熊く
ま

楠ぐ
す
を

思
ふ
」

　

昭
和
37
年
12
月
、
南
紀
白
浜
に

行
幸
さ
れ
た
昭
和
天
皇
が
熊
楠
を

偲
ば
れ
た
熊
楠
死
後
21
年
の
御
製

だ
。
姓
名
全
て
が
詠
み
込
ま
れ
た

歌
は
外
に
な
い
と
い
う
。

　

熊
楠
は
神
社
合
祀
反
対
運
動
に

命
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ
。
神
社

合
祀
令
は
明
治
39
年
、
祭
祀
も
行

わ
れ
ず
崇
敬
の
実
が
上
が
ら
な
い

神
社
を
合
祀
合
併
せ
よ
と
、
原
敬

内
務
大
臣
が
発
し
た
。
一
町
村
一

社
を
標
準
に
存
置
基
準
を
定
め
、

た
。
破
壊
行
為
は
近
年
日
常
的
に

行
わ
れ
、
や
が
て
日
本
人
の
美
的

感
覚
だ
け
で
な
く
愛
国
心
を
ひ
ど

く
荒
廃
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
近
年
の
発
展
は
本
当
に
利
益

に
な
る
か
疑
わ
し
く
思
う
」。

　

熊
楠
は
、
合
祀
の
問
題
点
と
反

対
理
由
を
①
敬
神
思
想
を
低
下
さ

せ
②
民
の
融
和
を
妨
げ
③
地
方
を

衰
微
さ
せ
④
人
情
風
俗
を
害
す
⑤

愛
郷
心
、
愛
国
心
を
損
な
う
⑥
治

安
、
民
利
を
損
な
う
⑦
史
蹟
と
古

伝
を
滅
却
す
る
⑧
学
術
上
貴
重
な

風
景
と
天
然
記
念
物
を
亡
滅
す
る

と
指
弾
。
神
社
林
の
乱
伐
阻
止
の

た
め
各
方
面
に
働
き
か
け
た
。

　

柳
田
國
男
は
明
治
44
年
、
熊
楠

が
東
大
教
授
松
村
任
三
に
宛
て
た

合
祀
反
対
の
手
紙
を
整
理
し
、
自

費
で
50
部
印
刷
し
て
関
係
者
に
配

布
し
運
動
を
支
援
し
た
。

　
「
日
本
及
び
日
本
人
」
に
発
表

し
た
神
社
合
祀
反
対
意
見
で
は

「
さ
し
も
名
高
り
し
紀
の
国
も
木

の
国
な
ら
ず
、
土
崩
れ
山
壊
れ
、

洪
水
風
害
を
も
っ
て
常
時
と
な
す

に
至
り
、
少
人
数
の
懐
が
肥
や
す

た
め
に
村
落
は
日
を
逐
い
て
凋
落

し
行
け
り
」
と
訴
え
た
。

　

熊
楠
は
柳
田
に
宛
て
た
手
紙
で

「
昨
今
各
国
競
う
て
研
究
発
表
す

る
植
物
棲
態
学ecology

」
を

紹
介
。
和
歌
山
県
知
事
宛
て
の
書

簡
で
は
「
殖
産
用
に
栽
培
せ
る
森

林
と
異
な
り
、
千
百
年
来
斧
斤
を

入
れ
ざ
り
し
神
林
は
、
諸
草
木
相

互
の
関
係
は
な
は
だ
密
接
錯
雑
致

し
、
近
頃
は
エ
コ
ロ
ギ
ー
と
申
し

相
互
の
関
係
を
研
究
す
る
特
殊
専

門
の
学
問
さ
え
出
で
来
た
り
お
る

こ
と
に
御
座
候
」
と
エ
コ
ロ
ジ
ー

と
い
う
用
語
を
使
用
し
て
い
る
。

　

明
治
42
年
、
田
辺
湾
に
浮
か
ぶ

神
島
の
弁
天
社
が
対
岸
の
大
潟
神

社
に
合
祀
さ
れ
、
小
学
校
校
舎
改

築
費
の
た
め
森
林
伐
採
が
始
ま
っ

た
が
、熊
楠
ら
の
運
動
で
同
44
年
、

保
安
林
と
し
て
保
護
さ
れ
た
。
合

祀
反
対
運
動
は
、
大
正
７
年
に
貴

族
院
で
神
社
合
祀
廃
止
が
決
議
さ

れ
る
ま
で
約
９
年
間
続
い
た
。　

　

昭
和
４
年
６
月
、
昭
和
天
皇
南

紀
行
幸
で
神
島
上
陸
の
後
、
御
召

艦
の
艦
上
で
熊
楠
の
御
進
講
が
行

わ
れ
、
予
定
時
間
を
過
ぎ
て
も
陛

下
か
ら
粘
菌
に
つ
い
て
ご
下
問
が

あ
っ
た
。
翌
年
、
熊
楠
自
詠
自
筆

の
「
一
枝
も
こ
こ
ろ
し
て
吹
け
沖

つ
風
わ
が
天す
め
ろ
ぎ皇
の
め
で
ま
し
し
森

ぞ
」の
歌
碑
が
神
島
に
建
立
さ
れ
、

昭
和
10
年
、
神
島
は
国
の
史
蹟
名

勝
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

島
へ
の
上
陸
は
現
在
も
許
可
が
必

要
で
あ
る
。

　

熊
楠
は
、
森
林
破
壊
が
地
域
社

会
の
繋
が
り
を
破
壊
し
、
人
間
破

壊
に
繋
が
る
と
、
地
域
の
拠
り
所

で
あ
る
鎮
守
の
森
の
破
壊
阻
止
に

ほ
と
ん
ど
一
人
で
取
り
組
ん
だ
。

「
地
球
は
一
つ
、
さ
れ
ど
己
が
棲

む
と
こ
ろ
に
お
い
て
そ
れ
を
捉
え

よ
」。
彼
の
自
然
保
護
観
は
今
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

青
木
正
篤

公
益
社
団
法
人

国
土
緑
化
推
進
機
構

　

一
般
社
団
法
人
日
本
道
路
建
設
業
協
会
は
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
道
の
駅
の
安
全
、
安
心
支
援
に

力
を
入
れ
て
お
り
、
平
成
24
年
度
も
全
国
９
支
部

を
通
じ
道
の
駅
「
お
と
い
ね
っ
ぷ
」（
北
海
道
音

威
子
府
村
）
な
ど
、全
国
の
計
15
駅
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
寄
贈
し
た
。

　

20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
寄
贈
は
こ
れ
ま

で
の
合
計
で
77
駅
（
77
台
）。
今
年
度
も
15
台
を

寄
贈
す
る
予
定
。

　

事
故
な
ど
で
心
肺
が
停
止
す
る
と
数
分
で
生
存

率
が
急
速
に
低
下
す
る
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
る
こ
と
で
心
臓
機
能
を
復
活
す
る
こ
と

に
有
効
な
機
器
で
、
平
成
16
年
か
ら
一
般
市
民
も

使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

同
年
秋
の
新
潟
県
中
越
地
震
を
機
に
道
の
駅
が

災
害
時
の
救
援
・
避
難
・
復
旧
な
ど
に
重
要
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
知
ら
れ
、
国
土
交
通
省
な
ど

が
防
災
機
能
強
化
に
乗
り
出
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
導
入
も

始
ま
っ
た
が
、
あ
ま
り
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
た

め
、
同
協
会
が
寄
贈
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　
「
お
と
い
ね
っ
ぷ
」
以
外
の
道
の
駅
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
寄
贈
、
以
下
の
通
り
。

　

ふ
た
つ
い
（
秋
田
県
能
代
市
）
／
月
山
（
山
形

県
鶴
岡
市
）
／
き
ょ
な
ん
（
千
葉
県
鋸
南
町
）
／

は
く
し
ゅ
う
（
山
梨
県
北
杜
市
）
／
良
寛
の
里
わ

し
ま
（
新
潟
県
長
岡
市
）
／
信
濃
路
下
條
（
長
野

県
下
條
村
）
／
信
州
平
谷
（
同
平
谷
村
）
／
美
山

ふ
れ
あ
い
広
場
（
京
都
府
南
丹
市
）
／
み
や
ま
公

園
（
岡
山
県
玉
野
市
）
／
第
九
の
里
（
徳
島
県
鳴

門
市
）
／
き
な
は
い
屋
し
ろ
か
わ
（
愛
媛
県
西
与

市
）
／
北
川
は
ゆ
ま
（
宮
崎
県
延
岡
市
）
／
高
岡

（
宮
崎
市
）
／
お
お
ぎ
み
（
沖
縄
県
大
宜
見
村
）

 

一
般
社
団
法
人　

日
本
道
路
建
設
業
協
会

地域の安全役立てて 道建協が道の駅にAED 寄贈

道の駅「おといねっぷ」開設者の左近
勝・音威子府村長（右）にAEDを寄贈

実
施
は
各
県
知
事
の
裁
量
で
そ
の

程
度
に
地
域
差
が
あ
っ
た
。

　

大
正
３
年
ま
で
に
全
国
約
20
万

社
の
う
ち
７
万
社
が
取
り
壊
さ
れ

神
社
林
が
乱
伐
さ
れ
た
。
特
に
合

祀
政
策
が
厳
格
だ
っ
た
の
は
三
重

県
で
、
次
い
で
和
歌
山
県
だ
っ

た
。
三
重
県
は
県
下
神
社
の
約
９

割
が
廃
さ
れ
、
和
歌
山
県
は
明
治

43
年
ま
で
に
２
９
２
３
の
神
社
が

統
合
、
７
９
０
が
残
っ
た
。

　

社
祠
取
り
壊
し
で
周
辺
の
森
林

と
自
然
環
境
が
破
壊
さ
れ
た
。
熊

楠
は
粘
菌
の
新
種
を
発
見
し
た
猿

神
社
の
廃
止
で
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド

の
神
社
林
が
破
壊
さ
れ
た
衝
撃
を

英
国
の
植
物
学
者
に
伝
え
た
。「
景

観
は
完
全
な
ま
で
に
破
壊
さ
れ

南
方
熊
楠
（
み
な
か
た　

く
ま
ぐ
す
）

　

慶
応
３
（
１
８
６
７
）
年
、和
歌
山
生
ま
れ
。
明
治
19 

年
、東
京
大
学
予
備
門
中
退
。

米
国
各
地
を
放
浪
し
明
治
25
年
ロ
ン
ド
ン
に
。
投
稿
論
文
が
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
誌
に
掲

載
さ
れ
大
英
博
物
館
に
職
を
得
、
明
治
33
年
帰
国
。
熊
野
那
智
山
で
植
物
調
査
、
紀
伊

田
辺
に
定
住
。
生
涯
無
位
無
冠
で
民
俗
学
、
植
物
学
な
ど
を
研
究
、
昭
和
16
年
12
月
、

74
歳
で
死
去
。10
カ
国
語
以
上
の
言
語
を
習
得
、古
今
東
西
の
知
識
に
通
じ「
知
の
巨
人
」

「
日
本
民
俗
学
の
母
」と
呼
ば
れ
、柳
田
國
男
は「
日
本
人
の
可
能
性
の
極
限
」と
評
し
た
。

鎮
守
の
森
守
っ
た
熊
楠

南方熊楠

10

山本正夫駅長

楠公さんが誕生した大阪府唯一の村に

あり、郷土資料館、くすのきホール（学習施設）

などを併設しています。地元産の新鮮なきゅうり、

なす、みかんなど野菜や果物、ジャム、焼豚、菊

水せんべいなどをお求め後、金剛山や葛城山を見

渡せる二階休憩所でのんびりしてください。

大阪府千早赤阪村二河原辺7

国道309号 0721－72－1588

下出良典直売所統括

ＪＲ九頭竜湖駅とふれあい会館、生産

物直売所の3施設があり、おすすめの郷土食は 茸

弁当。10を超える業者が腕によりをかけての出品

で、好みの味を見つけるのも楽しみの一つです。4

～11月下旬まで展示される恐竜のモニュメントは1

5分毎に吼えて動き、来場者をお迎えします。

福井県大野市朝日26－30－1

国道158号 0779－78－2300

浅見秀夫取締役営業部長

農産物センターでは、「深谷ねぎ」を

はじめ日本有数の野菜産地深谷市で育った本場の

安全・安心・新鮮野菜をご提供します。また、物

産センターには全国ゆるキャラＧＰ5位「ふっかち

ゃん」コーナーも新設し、特産の漬物・地酒等を

中心に深谷の魅力を取り揃えております。

埼玉県深谷市岡688－1

国道17号深谷バイパス 048－585－5001

2013年（平成25年）８月 第38号
　

宮
城
県
は
こ
の
10
年
間
に
３
度

の
大
き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
。

平
成
15
年
宮
城
北
部
連
続
地
震
、

同
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
、

そ
し
て
同
23
年
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震(

東
日
本
大
震
災)

だ
。

災
害
が
比
較
的
少
な
い
と
い
わ
れ

た
宮
城
県
で
、
短
期
間
に
大
災
害

が
連
続
す
る
と
は
誰
も
思
わ
な
か

っ
た
。
中
で
も
東
日
本
大
震
災
は

私
た
ち
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

大
津
波
を
伴
い
、
沿
岸
部
を
中
心

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

　

江
戸
時
代
か
ら
営
々
と
し
て

築
か
れ
て
き
た
海
岸
の
松
林(

海

岸
防
災
林)

も
、
津
波
に
対
す
る

一
定
の
減
衰
効
果
を
果
た
し
つ
つ

も
、
壊
滅
的
な
被
害
を
被
っ
た
。

こ
の
海
岸
防
災
林
の
再
生
に
向
け

て
は
学
識
経
験
者
、
関
係
機
関
な

ど
に
よ
る
検
討
が
行
わ
れ
、
私
も

こ
れ
に
参
画
す
る
機
会
を
得
た
。

　

仙
台
湾
岸
の
海
岸
防
災
林
は
自

然
に
で
き
た
森
で
は
な
く
「
多
く

の
人
々
が
長
い
年
月
を
か
け
造
り

上
げ
た
森
」
と
い
う
点
を
踏
ま
え

捉
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

な
ど
に
よ
る
干
拓
を
計
画
し
た
。

　

政
宗
公
は
、
海
岸
に
近
い
田
谷

地
は
干
拓
し
た
だ
け
で
米
が
取
れ

る
訳
で
は
な
く
、
海
か
ら
吹
き
つ

け
る
潮
風
や
強
風
を
防
ぐ
防
潮
林

が
必
要
で
、
防
潮
林
と
し
て
大
き

く
伸
び
る
樹
木
は
ク
ロ
マ
ツ
以
外

な
い
と
知
っ
て
い
た
。

　

そ
の
年
の
暮
れ
、
政
宗
公
は
、

現
在
の
石
巻
市
か
ら
山
元
町
ま
で

延
長
約
65
㌔
㍍
の
砂
浜
海
岸
に
潮し
お

除よ
け

須す

賀か

松ま
つ

林り
ん
を
造
成
す
る
よ
う
、

和
田
因
幡
為
頼
（
後
の
仙
台
藩
初

代
山
林
奉
行
）
に
命
じ
た
。
為
頼

は
近
江
の
国
の
出
身
で
、
博
学
で

人
徳
も
厚
く
、
政
宗
公
が
京
都
伏

見
の
伊
達
屋
敷
に
滞
在
中
に
ス
カ

ウ
ト
し
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。

　

為
頼
は
早
速
、
遠
州
浜
松
か
ら

ク
ロ
マ
ツ
の
種
子
を
取
り
寄
せ
て

苗
畑
を
作
り
、
数
年
後
、
現
在
の

七
ヶ
浜
町
や
仙
台
市
蒲
生
な
ど
か

ら
植
林
を
開
始
し
た
。
こ
れ
が
仙

台
湾
の
海
岸
林
の
始
ま
り
で
あ

る
。
以
後
、
飢
饉
時
の
農
民
救
済

対
策
や
昭
和
８
年
の
三
陸
大
津
波

後
の
防
潮
林
の
造
成
を
は
じ
め
幾

多
の
時
代
の
変
遷
を
経
て
、
多
く

の
人
々
の
努
力
で
１
０
０
０
㌶
を

超
す
海
岸
林
が
造
り
守
ら
れ
て
き

た
。

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
に

　

こ
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
ど

の
時
代
に
も
地
域
の
人
々
や
民
の

力
が
海
岸
林
の
造
成
・
維
持
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と

が
分
か
る
。
仙
台
湾
の
海
岸
林
は

人
が
造
っ
た
森
と
言
え
よ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
海

岸
防
災
林
再
生
の
植
林
は
や
っ
と

ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
。
地
元
は

も
と
よ
り
全
国
か
ら
多
く
の
支
援

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
平
成
の
潮

除
須
賀
松
林
造
成
を
復
興
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
全
国
か
ら
の
さ
ら

な
る
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

■鳥取で第 64回全国植樹祭

　「感じよう　森のめぐみと　緑
の豊かさ」をテーマに5月 26日、
鳥取県南部町のとっとり花回廊
を主会場に、天皇、皇后両陛下
ご出席のもと、第 64回全国植樹
祭が開催された＝写真。
木や森と共生する大切さを、子
どもと木の精との語らいでつづ
る創作劇「大山森話（だいせん
しんわ）」や「森・川・海」の
つながりを表現したダンスパ
フォーマンスも披露。
　公益社団法人国土緑化推進機構の谷福丸副理事長が開会のこ
とばを述べ、国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール
や緑化功労など表彰の後、天皇、皇后両陛下がお手植え・お手
播きされた。

■千葉県各地の道の駅で「巡回写真展」

　「よみがえる山々の緑―日本の森林いまむかし―」巡回写真
展が、防災講演会が開かれた道の駅「和田浦ＷＡ・Ｏ！」（南
房総市）はじめ、とみうら枇杷倶楽部／富楽里とみやま／三芳
村　鄙の里／みんなみの里／鴨川オーシャンパークなど千葉県
内の道の駅や、亀田総合病院などで開催された。
　半世紀以前までは日本の主な山々は、大規模伐採ではげ山に
なっていたが、昭和 25年に始まった国土緑化運動などの結果、
緑を取り戻した姿を、はげ山当時と現在を写真で比較できる。
　公益社団法人国土緑化推進機構と本紙発行のＮＰＯ人と道研
究会が主催、各道の駅が共催し、林野庁、千葉県が後援。同写
真展は今後も、全国「道の駅」で巡回開催する。

■緑の募金箱付き新聞ラックがデザイン一新

　公益社団法人国土緑化推進機構が、道の駅の協力を得て各地
の道の駅に設置している「緑の募金箱付き新聞ラック」がこの
ほど、デザインを一新した。従来の木製からスチールパイプに
変わりスッキリ。大きさもコンパクトになって、スペースを取
らずに設置でき、新聞のほかパンフ、チラシ類も置ける。導入
を希望する道の駅は、各県緑化推進委員会まで連絡を。

裸同然になった貞山堀の潮除林（仙台市若林区）

被災前の貞山堀と海岸防災林（仙台市若林区）

平
成
の
「
潮
除
須
賀
松
林
」
造
成
へ

た
。
そ
れ
が
今
後
の
海
岸
防
災
林

を
ど
の
よ
う
に
再
生
さ
せ
て
い
く

か
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

仙
台
湾
の
海
岸
林
の
始
ま
り
は

ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

慶
長
５
年(

１
６
０
０
年)

、

仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
公
は
岩
出
山

城
で
翌
年
に
控
え
た
仙
台
開
府
の

プ
ラ
ン
を
練
っ
て
い
た
。
そ
の
中

で
、
仙
台
湾
岸
の
ヨ
シ
や
マ
コ
モ

が
生
え
て
い
る
田た

谷や

地ち

と
呼
ば
れ

る
広
大
な
湿
地
帯
に
目
を
つ
け
、

こ
れ
を
水
田
に
し
よ
う
と
考
え
、

排
水
路
と
も
な
る
貞て
い

山ざ
ん

堀ぼ
り
の
開
削

河
野 

裕

公
益
社
団
法
人 

宮
城
県

緑
化
推
進
委
員
会

11

今野継子支配人

自然いっぱいの道の駅全体が「月山あ

さひ植物村」になっており、地域の歴史や文化紹

介のほか、特産の山ぶどうワインやジュース製造

工程を見学・試飲できる研究所、旧国道トンネル

利用のワイン貯蔵庫などがあります。そば打ち体

験とそば粉100％のお食事が好評です。

山形県鶴岡市越中山字名平3－1

国道112号 0235－53－3411

黒田勇次支配人

日本三大美肌の湯温泉が体験できる駅

で、昨秋には足湯もオープンしました。11のバラ

エティに富んだお店で農産物や地元特産品を直売

しています。福島県「喜多の郷」、千葉県「たけ

ゆらの里おおたき」と全国でも珍しい姉妹道の駅

になりイベントなどを共催しています。

栃木県さくら市喜連川4145－10

国道293号 028－686－8093

辻本浩駅長

清流黒滝川沿い、スイス風とんがり屋

根のスマートな建物で、多目的スペースや物産館、

敷地裏に親水公園があります。大阪新世界と友好

協定を結んで村づくりチームの制作した「黒滝ビ

リケン」さんが今年6月より鎮座。手づくりこんに

ゃく、そうめん、猪肉コロッケが人気です。

奈良県吉野郡黒滝村長瀬22

国道309号 0747－62－2456
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